
大学コンソーシアム熊本 中期計画（令和７年度）の進捗状況、評価（案） 

 

 

 中長期計画に対する自己評価 

 

全体評価 Ｓ：当初の計画を超え、目標を上回る顕著な成果が得られている。 
Ａ：当初の計画を着実に実行してきており、目標に対し十分な成果が期待できる。 
Ｂ：当初の計画をほぼ実行できているが、一部に遅延、未達等の取組があり、目標の達成に継続した努力が求められる。 
Ｃ：当初の計画について半数以上の取組について未達であり、取組や目標に関して一定の見直しが必要である。 
Ｄ：当初の計画を大幅に下回っており、目標の達成見込みがないため、計画に関する抜本的な見直しが必要である。 

Ａ 
評価理由  

 

中期計画として作成した３つの目標に対し設定した１４の取組みについて、それぞれ令和７年度の活動指標に照らして実績を各部会で

評価した結果、Ｓ評価１、Ａ評価１２、Ｂ評価１であった。また、目標ごとに設定した取組については、企画・運営委員会で評価を行う

ことになっており、その評価は、①「高等教育機関の教育・研究の充実」についてがＡ評価、②「高等教育機関と自治体、産業団体との

連携」についてがＡ評価、③「地域社会の教育・文化の向上・発展」についてがＡ評価と３つすべてがＡ評価であった。これら、３つの

評価結果をそれぞれの目的と照らし総合的に判断した結果、総合評価をＡとした。 

 

評価に関する備考（考慮すべき事項） 

令和７年度は、第２期中期計画の２年目ということで、初年度の活動実績を踏まえ、事業の高度化を目指してきた。また、事業実施に

あたり、対面活動に限定せず会議にはオンラインを積極的に活用する等、効率的・効果的な運営を行っている。令和７年度に産学官連携

推進委員会が設置されたことにより、「高等教育機関と自治体、産業団体との連携」が、今後更に強化されていくものと思われる。 

その他、熊本県教育委員会主催の「学びの祭典」へ、大学コンソーシアム熊本として後援し、企画段階から参画・協力を行った。また、

実施当日は、１１機関から２０名の教員に、高校生のポスター発表に対する指導・助言・評価に従事していただくなど、活動指標だけに

とらわれない活動も展開している。 

 


